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※１～５は当日発表

団体名 担当課 ページ

1
茂木地区における公園整備について
(1) 旧長崎南商業グラウンド跡地

における都市公園の整備について

茂木校区連合自治会
・

茂木地区振興協議会
・

茂木地区老人クラブ連合会

土木部
土木企画課

1～2

2
茂木地区における河川の氾濫対策
について
(1) 河内地区の河川対策について

茂木校区連合自治会
・

河内自治会

土木部
土木防災課

・
中央総合事務所
地域整備2課

3～4

3 市道「愛宕・飯香浦線」
「太田尾４号線」の拡幅整備について

日吉校区連合自治会
中央総合事務所
地域整備２課

5～8

4 クルマエビ幼稚仔保育場の再整備
について

片峰自治会
水産農林部

水産センター
9～10

5 県道野母崎宿線（千々～飯香浦間）
の整備促進について

南校区連合自治会
・

（仮称）茂木バイパス
建設推進期成会

・
長崎西彼農業協同組合

まちづくり部
都市計画課

・
土木部

土木企画課

11～12

6 茂木地区における公園整備について
(2) 白岩公園の整備について

恵比須自治会
中央総合事務所
地域整備２課

13～19

7
茂木地区における河川の氾濫対策
について
(2) 若菜川の水位計の活用について

片町自治会 防災危機管理室 20～22

8 空き家対策の推進について 宮摺自治会
建築部

建築指導課
23～24

9 河川・海岸等の防災対策の強化について 宮摺自治会

水産農林部
農林振興課

・
中央総合事務所
地域整備2課

・
土木部

土木防災課

25～26

10 茂木・天草富岡航路について
(1) 船舶のフェリー化について

茂木校区連合自治会
まちづくり部

公共交通対策室
27
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団体名 担当課 ページ要望・提案項目

11
茂木・天草富岡航路について
(2) 茂木港船客待合所の整備拡充
  について

茂木校区連合自治会
まちづくり部
都市計画課

28～29

12 小・中学校の余裕教室の活用について
茂木コミュニティ

連絡協議会
教育総務部

施設課
30～31

13 地域の高齢者福祉と生活支援
の課題解決について

茂木コミュニティ
連絡協議会

中央総合事務所
地域福祉課

・
福祉部

地域包括ケアシステム
推進室

32～34

14 地域コミュニティ推進交付金の使途
の取り決めについて

茂木コミュニティ
連絡協議会

企画財政部
地域コミュニティ推進室

35～37

15 （仮）スーパー道の駅の整備について 茂木若人の会

土木部
土木企画課

・
水産農林部

水産農林政策課
・

防災危機管理室

38～39

16 飯香浦成尾地蔵尊の500周年に向けて
飯香浦地蔵まつり

飾りそうめん保存会

文化観光部
文化財課

・
中央総合事務所

茂木地域センター

40～41

17 矢上～茂木間のコミュニティバス
の運行について

日吉校区連合自治会
まちづくり部

公共交通対策室
42

18 農業後継者不足への対策について 大崎町自治会
水産農林部
農林振興課

43～44

19 南小中学校廃校後の跡地利用について 南校区連合自治会

教育総務部
適正配置推進室

・
理財部

資産経営室
・

防災危機管理室

45～46

20 民生委員・児童委員の欠員対策について
茂木地区民生委員
児童委員協議会

福祉部
福祉総務課

47～49

21 一般国道３２４号について
（仮称）茂木バイパス

建設推進期成会
土木部

土木企画課
50～51

22 農業の振興について 長崎西彼農業協同組合
水産農林部
農林振興課

52～53



回 答 票 
Ｎｏ．１

茂木 
地区 

【担当部課名】 土木部 土木企画課 

要
望
内
容

【団体名】 

茂木校区連合自治会 

茂木地区振興協議会 

茂木地区老人クラブ連合会 

【件 名】 

茂木地区における公園整備について 

（１）旧長崎南商業グラウンド跡地における都市公園の整備につい

て 

【概 要】 

 旧長崎南商業グラウンド跡地については、長崎市が長崎県から無償で借

り受け、市から地域が無償貸与を受ける形で、地域住民のスポーツやレク

リエーションの場として、地域住民がソフトボール・サッカー・テニス・

グラウンドゴルフの練習等に使用しているところです。 

 しかしながら、駐車場やトイレがないため、徒歩圏外の方が多く参加す

る広域でのイベントや長時間に及ぶ活動には利用しづらいのが実情です。 

 茂木地区では、高齢者の健康づくりのためのスポーツ活動（グラウンド

ゴルフやペタンクなど）が盛んで、老人クラブ主催のイベントには多くの

高齢者が参加されていますが、トイレがないため女性の参加が減少する傾

向にあり、主催者は開催場所の確保に苦慮されています。また、若い世代

からも、子どもたちを安心して遊ばせることができる公園が近くにないと

いう声を多く聞きます。 

 このような状況をご拝察いただき、長崎県から旧長崎南商業グラウンド

跡地を譲り受け、長崎市で都市公園として整備してくださるよう要望いた

します。 

回答内容 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

【回答】 

旧長崎南商業高等学校第２グラウンド跡地につきましては、高等学校の

廃校後、地域の皆様から「スポーツ活動の場」として利用したい旨のご要

望を受け、県から市が土地を無償で借り受け、茂木地区振興協議会への貸

付を行い、地域の方にスポーツやレクリエーションの場として利用いただ

いているところです。 
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当該グラウンド跡地を都市公園として整備しますと、地域住民のイベン

トや軽スポーツ、レクリエーション活動の場として、利便性が向上するも

のと考えられますが、都市公園は基本的に誰でも自由に利用できる状態に

する必要がありますので、現在のように地元の方優先での利用は難しくな

ります。 

また、茂木地区の茂木港周辺には、当該グラウンドのほかに、公園や遊

園が５箇所ございますが、小規模な公園等が多く、配置も一部偏りが見ら

れることから、他の公園等の配置状況や利用状況等も踏まえながら、公園

の統廃合なども考えていく必要があります。 

したがいまして、ご要望のグラウンド跡地の都市公園化につきまして

は、茂木地区全体の公園のあり方や方向性を整理するとともに、当該グラ

ウンドはどのような利用形態が地域の皆様にとって望ましい姿なのか、現

在の利用状況なども踏まえながら検討していく必要がありますので、まず

は、地域の皆様と協議をさせていただきたいと考えています。 
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回 答 票 
Ｎｏ．2

茂木 
地区 

【担当部課名】 
土木部     土木防災課 

中央総合事務所 地域整備2課 

要
望
内
容

【団体名】 茂木校区連合自治会、河内自治会 

【件 名】 
茂木地区における河川の氾濫対策について 

（１）河内地区の河川対策について

【概 要】 

 茂木地区の河内地区一帯では、大雨と満潮が重なり下流の若菜川の水位

が上昇すると、地区を流れる河川が溢れ、住戸への浸水被害が幾度も発生

しています。 近年では、自然災害が激甚化する傾向にあり、その被害も

今後一層深刻となることが懸念されます。 

 地形や道路等の構造から河川の拡幅が困難であり、これまで抜本的な解

決が図られておりません。 

 そこで、河内川の上流側から若菜川へとトンネルを掘削し、支流を敷設

してくださいますようお願いします。 

 なお、当地区においては急傾斜地崩壊対策を要望しているが、その工事

の施工方法も参考になる点があれば活用してはと思います。 

回答内容 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

【回答】 

茂木町（河内地区）の普通河川河内川は、２級河川若菜川を本川とする支

川です。 

この河内川は、潮の干満の影響を受けて流速や水位が変動する感潮河川で

あり、若菜川との合流付近一帯は地盤高が低いことから、潮位が高い時に大

雨が降った際、浸水被害が発生しています。 

ご提案の河内川の上流側から若菜川につなぐトンネルでの新たな河川の

整備につきましては、両河川との間は丘陵地で隔てられていることから、山

岳トンネル工法など特殊な工法による大規模な工事が想定されます。 
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しかしながら、河内地区は、河内川に並行して通る生活道路の幅員が非常

に狭く、建設機械や資材の搬入路の確保に伴う沿線建物への影響や通行止め

など交通規制による地元住民への影響が大きくなることから、整備効果や工

事に伴う影響、ご提案がありました急傾斜地崩壊対策工事での運搬路の活用

など総合的に検討していく必要があると考えています。 

また、浸水対策の抜本的な解消とまではなりませんが、水位が高くなった

時に河内川の水量を分散させるように、今後、河内川から国道側の暗渠に新

たに側溝を整備し、浸水被害を軽減する対策が取れないか検討してまいりま

す。 

なお、河川内に堆積した土砂の浚渫など浸水被害を軽減させるためには、

日頃の維持管理は重要となりますので、今後も河内川の状況を注視しながら

管理を行ってまいります。
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回 答 票 
Ｎｏ．3 

茂木 
地区 

【担当部課名】 中央総合事務所 地域整備２課 

要
望
内
容 

【団体名】 日吉校区連合自治会 

【件 名】 市道「愛宕飯香浦町線」「太田尾町４号線」の拡幅整備について 

【概 要】 

愛宕・飯香浦線は日吉地区から市内中心部へ至る重要な生活道路として、地

区住民に欠かせない道路となっております。このことから、前回の地域懇談

会においても議題として取り上げていただき、一部の区間についてはすでに

ご対応いただいているところです。しかしながら、その後新たに整備された

「日吉自然の家」への大型バスの乗り入れや路線バスの通行もあることから、

離合が難しい箇所がまだ複数あります。 

 つきましては、未整備の急カーブ（Ｓ字カーブ）の直線化について、改め

て要望させていただきます。また、太田尾４号線については、平成６年度か

ら継続 して整備が進められておりますが、まだ未整備の区間が５０ｍ程度あ

ることから、できるだけ早期に整備していただきますようお願いいたします。

あわせて、沿道に樹木が張り出し、視界を遮る箇所も複数あるため定期的な

樹木、雑草の伐採についても要望させていただきます。 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

市道愛宕飯香浦町線は、愛宕町の国道324号から飯香浦町の県道野母崎宿

線までを結ぶ道路です。特に、近年の大雨に対し、県道は脆弱な個所が見られ

ます。その一方でバス路線であるにもかかわらず、山間部を走る道路であるた

め小さなカーブが多く、見通しが悪い状況です。 

この路線は、災害時に、国道や県道が通行止めとなった際、う回路としても

活用が見込こめるため必要であると考えており、急カーブ（Ｓ字カーブ）の直

線化については、道路用地の確保に目途がたちましたら、工事を行いたいと考

えております。 
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市道太田尾町4号線につきましては、未整備部分の字図訂正が必要なため法

務局と協議を行い、字図訂正後に整備を行いたいと考えております。 

さらに、沿道樹木の伐採については、民有地からの張り出しが大半であり、

本来は地権者の方に伐採を行ってもらう必要がありますが、市道上に張り出

し、視野を遮る箇所につきましては、市で施工が可能ですので、引き続き、地

権者の方と協議を行いながら伐採を行っていきたいと考えております。 
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現況写真 

●太田尾町4号線 
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●太田尾町4号線
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回 答 票 
Ｎｏ．４ 

茂木 
地区 

【担当部課名】 水産農林部 水産センター 

要
望
内
容 

【団体名】 片峰連合自治会 

【件 名】 クルマエビ幼稚仔保育場の再整備について 

【概 要】 

 この施設については、当初の用途を廃止し、施設の活用については、今

後関係者と検討を行うとのことであったが、次のとおり提案・要望するの

で、ご検討いただきたい。 

○多目的広場（グラウンド・魚釣り公園・緊急用ヘリポート等）への転用 

○当該施設までの道路拡幅等の整備 

○悪臭対策 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

  クルマエビ幼稚仔保育場の活用方策についてご提案をいただきありがと

うございます。 

この施設につきましては、当初の目的を達成したことから、平成27年

度以降施設を休止しており、市民対話でご説明した通り、今後、用途廃止

を予定しており、地元漁業関係者にも説明をし、ご理解をいただいたとこ

ろです。 

  今回のご提案の件ですが、この施設が海域を仕切ってクルマエビの生育

の場として活用した海の一部であり、土地ではないため、土地としての活

用であれば、護岸の再整備や埋め立て、接続道路整備など相当な規模で工

事を行う必要があるものと思われますので、埋め立てての活用は困難だと

考えています。 
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また、一方で、施設の撤去を行う場合も相当の費用と期間を要するもの

と考えていますので、ご指摘をいただいた、悪臭については皆様にご迷惑

をかけないよう、海水の循環など、早急に対応策を検討し、現状の管理を

しっかり行ってまいります。 
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回 答 票 
Ｎｏ．5 

茂木 
地区 

【担当部課名】 
まちづくり部 都市計画課 

土木部 土木企画課 

要
望
内
容 

【団体名】 

南校区連合自治会 

（仮称）茂木バイパス建設推進期成会 

長崎西彼農業協同組合 

【件 名】 県道野母崎宿線（千々～飯香浦間）の整備促進について 

【概 要】 

千々～飯香浦間において、県道野母崎宿線は唯一の幹線道路で、整備が

続けられているが、今もなお災害危険個所を含む多くの未整備区間が残っ

ている。令和３年８月中旬の大雨では宮摺町で崩落があり、１ヶ月半通行

止めとなり、４ヶ月経過した今も信号による片側交互通行で、通学・通勤

に大きな不便が続いている。 

県が道路拡幅を進めるためには、多くの地区で市の地籍調査による字図

混乱箇所の解消が必要であり、整備促進の大きな課題となっている。 

ついては、地域住民が安心できる道路の整備に向けて、千々地区、大崎

～宮摺間の整備及びに北浦～飯香浦間の早期完成のために必要な、市によ

る「地籍調査事業」の実施をお願いしたい。 

また、今後の通行止めに備え、大崎～宮摺町間の迂回路整備について検

討をお願いしたい。 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（   ） 

【回答】 

  長崎市では、地籍調査をより効果的に進めるために、原則として面積当

たりの筆数が多く、土地所有者の異動頻度が高い都市部（人口集中地区）

を優先して実施することとしています。 

県道野母崎宿線の沿線は、市街化調整区域であることから、本来であれ

ば調査の優先度は低い地域になりますが、この路線は地域の皆さんの生活

と産業を支える重要な幹線道路であることから、平成 27年度に千々工区

で地籍調査に着手し、平成29年度に完了しています。 
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現在は、飯香浦工区と大崎～宮摺工区において地籍調査を実施中であ

り、このうち飯香浦工区は今年度完了する予定です。 

今後も、道路の事業主体である長崎県と連携して、県道野母崎宿線の整

備に必要な地区の地籍調査に取り組んでいきたいと考えています。 

次に、大崎から宮摺町間の迂回路整備についてですが、既存の道路を極

力活用して迂回路を整備する場合、農道・林道合わせて約３キロメートル

の拡幅に加え、道路がつながっていない約１キロメートルの区間を新たに

整備することが必要です。 

しかしながら、当該地区は地形が急峻で、道路整備にあたっては法面や

擁壁などの大規模な構造物が必要であり、その整備に多額の費用が掛かる

ことを踏まえますと、事業の長期化は避けられず、迂回路整備は現実的に

は難しいものと考えています。 

一方、県道野母崎宿線は、災害時に緊急車両の通行を確保すべき重要な

道路として「緊急輸送道路」に指定されています。 

したがいまして、長崎市としましては，野母崎宿線自体をより災害に強

い道路として整備していただくことが最重要と考えていますので、今後も

地域の皆様のご意見等もお聞きしながら、災害に強い道路づくりに向け

て、長崎県に対し、強く要望していきたいと考えています。 

12



回 答 票 
Ｎｏ．6

茂木 
地区 

【担当部課名】 中央総合事務所 地域整備２課 

要
望
内
容

【団体名】 恵比須自治会 

【件 名】 （２）白岩
しらいわ

公園の整備について 

【概 要】 

 公園の片面に小さな砂利が敷かれていますが、そこで遊ぶ子どもたちが

いないのが現状です。子どもたちは、道路で自転車等で遊ぶことが多く危

険なため、公園で遊ぶことができるよう、砂利敷の部分をクッション性の

ある舗装に改修してくださいますようお願いします。 

 また、公園の遊具も、設置から 40 年が経過し、腐食やペンキが剥げる

など老朽化が進み、危険ですので、更新をお願いします。遊具については、

茂木えびす遊園についても、同じく老朽化しておりますので、更新をお願

いします。 

回答内容 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

【回答】 

白岩
しらいわ

公園は、昭和61年 3月に公有水面埋立に伴う開発行為として長崎県

土地開発公社が整備しております。同年に長崎市に帰属され、都市公園とし

て開設し、36 年が経過しております。広場は、雨が降ったあと、一部に水

溜まりになるなどの状況が生じています。 

そのため、まず、令和4年度に測量設計を行いたいと考えております。な

お、広場の仕上げは、公園や学校運動場の整備で行っているクレイ（土系）

舗装で整備したいと考えておりますが、詳細は、地域のみなさまと協議を行

いたいと考えております。 

また、遊具の老朽化対策については、塗装などの補修又は遊具自体の交換

を年次計画で行いたいと考えております。 

茂木えびす遊園につきましては、周辺に白岩
しらいわ

公園や市営住宅の公園もある

ことから、茂木地区の全体の公園の在り方を地域のみなさまと検討させてい

ただきたいと考えております。 
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現況写真 

●白岩公園 
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●白岩公園 
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●白岩公園
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●白岩公園 
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●茂木えびす遊園
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●茂木えびす遊園 
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回 答 票 
Ｎｏ．7

茂木 
地区 

【担当部課名】 防災危機管理室 

要
望
内
容

【団体名】 片町自治会 

【件 名】 若菜川の水位計の活用について 

【概 要】 

長崎県が若菜川に危機管理型水位計を設置しており、大雨等による水位

の上昇をインターネットでリアルタイムに確認できるシステムが構築され

ています。しかしながら、茂木地区では高齢世帯の比率が高く、インター

ネットでの情報収集を行うことはむずかしい世帯が多くなっています。

災害時の迅速な避難を可能とするため、長崎県のシステムを活用し、防

災行政無線などによる避難情報や、河川の氾濫情報を地域住民にいち早く

届ける仕組みを検討し、運用していただきますようお願いします。 

回答内容 

  １ 可  能 ２ 一部可能   ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（多様な手段により防災情報を伝達） 

【回答】 

長崎市においては、気象情報や河川の水位情報、降った雨による土壌中の

水分量（土壌雨量指数）等、さまざまな情報をもとに避難情報の発令を判断

しています。その際には、長崎県河川砂防システムや気象庁の情報等を随時

確認し、災害の危険度の高まりに応じて、警戒レベルやその発令区域を判断

しています。 

長崎市は地形上、河川の延長が短く勾配が急で、雨の際には上流から下流

までいっきに雨水が流れていくことから、河川の水位上昇よりも先に、土壌

雨量指数が上昇し、がけ崩れ等の土砂災害の危険度が高まりますので、その

時点で避難情報を発令することがほとんどです。 

河川の氾濫危険度の情報につきましても、地域の皆様へ避難情報としてお

20



伝えしていますが、前述のとおり、土壌雨量指数に基づく避難情報が先行し

て発令される可能性が高いことから、河川の氾濫危険度の情報を待つことな

く、状況に応じて早めの避難をお願いします。 

市民の皆様が適切な避難行動を取れるよう、河川の水位や土壌雨量指数を

踏まえた避難情報等を発令しており、その情報は、防災行政無線や防災メー

ル、テレビのｄボタン（ＮＢＣ）、テレフォンサービス等、さまざまな手段

によりお知らせしておりますので、いざというときに備えて、それぞれにあ

った方法での情報取得をお願いします。 

長崎市としましても、情報の取得方法については、地域においても防災講

話などで引き続き周知啓発に努めてまいりますので、是非お声かけくださ

い。 
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防災メール 
登録していただければ、防災行政無線の放送内容を 

自動的にメールでお届けします。ぜひ、ご登録を！ 

ＱＲコード 

テレビで確認

①ＮＢＣをつける

②リモコンのｄボタンを押す

③メニュー→自治体情報→防災・防犯情報を選ぶ

電話で確認 

防災行政無線 
気象情報をお知らせしたり、避難情報等を発令します。 

聞き取れない時は、テレビや電話でも確認できます。 

※一部利用できない電話があります。

防災情報を確認して、自主的な行動を心がけましょう！ 

上記のＱＲコードを読み込ま

せるか、メールの宛先に

「ERXVDL�QDJDVDNL-
FLW\#UDLGHQ�NWDLZRUN�MS」 
を入力して、 

空メールを送ります。 

登録完了で

す。携帯や

パソコンに

メールで防

災情報が届

きます。

① 空メールを送る ② ホームページへ接続

確認のメールが

届きますので

URLをクリックし

て、登録用ホー

ムページを開き

ます。

③ 配信情報を選択

☎ 0180-999-002

配信を希望する

情報にチェックを

入れ、「次へ」を

押します。 

④ 内容を確認し登録

内容を確認して

「登録」を押し

ます。 

[[[[＠[[[[[�FRP 

題名・本文の

入力は 

不要です。 

[[[[＠[[[[[�FRP 
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回 答 票 
Ｎｏ．8 

茂木 
地区 

【担当部課名】 建築部 建築指導課 

要
望
内
容 

【団体名】 宮摺自治会  

【件 名】 空き家対策の推進について 

【概 要】 

 地区内に空き家が目立つようになりました。人の手が入らない家屋は、

シロアリの住みかとなり、やがて朽ち果てていくのは明らかです。地区内

でも、お盆前後の大雨で廃屋が屋根部分から崩れ落ちることがありました。 

 そこで、市にはまず空き家の現状把握に努めていただきたいと思います。 

 そして、持ち主あるいは相続人に対し、空き家の現状を解消するよう、

強い指導を行っていただくようお願いします。 

 また、台風等の強風に備え、瓦の飛散防止など、隣家に被害が及ばない

よう、緊急の対策を講じていただきますようお願いします。 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

 建物の維持管理は、空き家であっても、所有者が適正に管理を行っていた

だく必要があります。 

しかしながら、経済的問題や相続問題等の理由により、長年放置され老朽

化し、周辺の方々に深刻な影響を及ぼしているものがあり、そのような場合

は、適正な維持管理や除却を行っていただくよう、所有者に対して助言や指

導を行っております。 

 ご指摘の令和 3 年 8 月の大雨の際に屋根が崩落した空き家につきまして

も、ご相談いただいた後、所有者を調査し指導等を行ったところ、令和 4年

1月に解体されたところです。 

ご要望の1点目の空き家の現状把握につきましては、ここ５年間では、累
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計で約 600 件の問題のある空き家に関する相談があり、解体や修繕等によ

り約半数の 300 件が解決しております。今後も世帯数の減少により、空き

家はさらに増加するものと想定しており、全ての空き家の現状を把握するこ

とは困難ですが、令和３年４月から空き家に関する相談窓口を、市民の方々

に分かりやすくなるよう建築指導課に一本化し、指導が必要な空き家につい

ては、所有者調査等を実施しております。 

ご要望の2点目の所有者等への強い指導につきましては、所有者責任とし

て賠償責任が生じる可能性があることを伝えるとともに、周囲の方々へ影響

がないよう危険回避等の処置を行うよう強い指導を行います。 

最後のご要望の、「台風等の強風に備え、瓦の飛散防止など、隣家に被害

が及ばないよう、緊急の対策を講じていただきたい」につきましては、建物

の維持管理は、基本的に所有者が行うべきものであり、全てを行政で対応す

ることは困難ですが、例えば市道の通行を妨げている場合など、そのまま放

置することで通行する皆様に危険を及ぼす場合などは、空き家条例に基づく

緊急安全代行措置を検討してまいります。 

空き家問題は、行政だけでは解決できませんので、地域のご協力をいただ

きながら取り組んでまいります。 

（空き家に関する相談窓口） 

長崎市建築部建築指導課 建築安全係 

℡０９５－８２９－１１７４（直通） 
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回 答 票 
Ｎｏ．9

茂木 
地区 

【担当部課名】 

水産農林部 農林振興課 

中央総合事務所 地域整備2課 

土木部 土木防災課 

要
望
内
容

【団体名】 宮摺自治会 

【件 名】 河川・海岸等の防災対策の強化について 

【概 要】 

昭和 57 年の長崎大水害を機に整備されたダムや水路に土砂や石、倒木

が堆積し、機能を果たさなくなっております。水路が詰まり、水の流れが

変わったことで、床上浸水の被害に見舞われた家もあります。ダムや水路

が本来の機能を果たすよう、改修をお願いします。 

 また、ダムが整備されていない水系もあり、土砂や大きな石、倒木が下

流まで流され、豪雨被害を拡大させています。地形に合った防災施設の整

備をお願いします。 

 一方、台風時には以前に比べ高い波が押し寄せ、防波堤を超えて県道ま

で到達する頻度が増しています。既存防波堤のかさ上げと併せ、堆積した

砂の除去についても検討をお願いします。 

 さらに、地滑り対策施設がイノシシ等による被害を受け、時には大きな

石が下の家屋まで達することもあります。本来の機能を果たすよう、補修

をお願いします。 

 自然災害への対応は避けては通れない重要な問題です。県や国とも連携

を図りながら、災害が発生する前から、防災対策に取り組んでいただきま

すようお願いします。 

回答内容 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

【回答】 

宮摺川上流の渓流部分には昭和57年の長崎大水害前後に治山ダムが設

置されておりますが、既設ダムは満砂となり、上流域には流木や土砂が相

当量堆積している状況であるとお聞きしております。 

このような状況の中、治山事業は県施行の事業であることから、令和2

年10月には地元自治会の皆様、長崎県、長崎市での現地調査の実施や令

和 4 年 1 月には事業着手に向け、関係地権者の皆様方への新たな治山ダ
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ム設置などについての説明会を開催したところです。

治山事業は事業区域の保安林への指定などが不可欠であり、それには、

関係地権者の皆様の協力が必要となります。 

そのため、引き続き、地元自治会にも連携を頂きながら、地権者の皆様

のご理解を得て、一刻も早く防災工事に着手できるよう、取り組んでまい

りたいと考えております。 

次に、宮摺川河口付近に堆積して河川の断面を阻害している砂につきま

しては、状況を確認しながら除去しておりますが、この砂は県管理の海岸

から風や潮流により堆積するため、根本的な解決には至っておりません。

また、既存防波堤においても県管理であるため、防波堤のかさ上げ及び堆

積した砂の対策を県に働きかけてまいりたいと考えております。 

次に、急傾斜地崩壊対策施設におけるイノシシ被害への対応につきまし

ては、施設管理者である県に地元要望を伝え、対応状況を確認したところ、

令和5年度の当初予算において、補修費用を要求していると聞いておりま

す。 
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回 答 票 
Ｎｏ．10 

茂木 
地区 

【担当部課名】 まちづくり部 公共交通対策室 

要
望
内
容 

【団体名】 茂木校区連合自治会 

【件 名】 
茂木・天草富岡航路について 

（1）船舶のフェリー化について 

【概 要】 

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」が世界遺産に登録され、今

後の人流物流が大きく増えるポテンシャルがあることを踏まえ、「茂木・天

草富岡」航路でフェリーを就航させてほしい。 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

茂木港と富岡港を結ぶ天草～長崎航路は、昭和32年から、長崎市、苓

北町など関係機関で収支欠損額を補助し、運航を維持していますが、利用

者は減少傾向です。 

過去にフェリーを運航していましたが、欠損額が大きかったため、平成

23年に廃止されています。 

平成30年に「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」が世界文化

遺産に登録され、本航路の活性化協議会でも観光需要増の取組みを検討し

ているところですが、世界遺産登録後も利用者数は減少傾向にある中、フ

ェリーの就航は難しいものと考えています。 

今後も本航路の維持、活性化に向けた取組みを続ける中で、フェリーの

必要性や効果が見込まれる際には、検討できるものと考えています。 
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回 答 票 
Ｎｏ．11 

茂木 
地区 

【担当部課名】 まちづくり部 都市計画課 

要
望
内
容 

【団体名】 茂木校区連合自治会 

【件 名】 茂木港船客待合所の整備拡充について 

【概 要】 
茂木港船客待合所は建設から 41 年経過しており、施設の老朽化が進んで

いるため、施設の再整備・建替えを要望する 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

現在の茂木港船客待合所は、昭和55年（1980年）に建設された建物

で、長崎・天草航路（茂木港～富岡港間）利用者のための切符売場や待合

所、トイレなどの機能を有するほか、地域の皆さんによる地元農水産物の

販売が行われています。 

この施設は、平成26年（2014年）に実施した耐震診断でも耐震基準

を満たしているとの結果を得ていますので、建替えではなく、目標使用年

数（65年間）までは、適切に維持管理を行っていきたいと考えています。 

人口減少が進むなか、航路利用者も減少傾向にありますが、市民や観光

客などの航路利用者にとっては必要不可欠な施設であり、世界遺産の導線

として長崎・天草航路の重要性も認識していますので、地域の皆さんのご

意見を踏まえながら、案内看板の修繕など施設の維持や更新に取り組み、

安全で快適な施設となるよう努めてまいります。 

 

28



現
況
写
真

 

 
 

 
 

 
 

 
●
茂
木
港
船
客
待
合
所

 

 

29



回 答 票 
Ｎｏ．12 

茂木 
地区 

【担当部課名】 教育総務部 施設課 

要
望
内
容 

【団体名】 茂木コミュニティ連絡協議会  

【件 名】 小・中学校の余裕教室の活用について 

【概 要】 

 地域の子どもの人口減少がすすんでおり、茂木小・中学校では空き教室が

増えています。今後、近隣校との統合が実現したとしても状況は変わりませ

ん。 

 そのような状況下、小・中学校の余裕教室を地域活動に開放することで、

周辺に居住する人が有効活用し、地域の活性化につながると考えます。現在、

ふれあいセンターを地域活動の拠点としていますが、地域の高齢化がすすん

でいることから、交通手段をもたない高齢者でも集まりやすい場を地域に点

在させることが必要と考えています。 

 具体的には以下の活用法が考えられます。 

  ① 地域会議等での活用（自治会、老人会、コミュニティ、地域の諸団体） 

  ② 高齢者ふれあいサロンの開催（現在はふれあいセンターでのみ開催） 

  ③ 地域活動で使用する物品の保管場所 

 施設管理の面から改修工事の検討も必要かもしれません。ぜひご検討をお

願いいたします。 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

学校は子どもたちの学びの場であるだけでなく、地域の活動を行う上でも

重要な役割を果たしているものと認識しております。このことから、子ども

の動線と交わらないなど、学校運営に支障のない範囲であれば、地域会議や

ふれあいサロンとして余裕教室を使用していただくことが可能です。土曜や

日曜など学校の休日に利用を予定される場合、鍵の開閉や利用可能な日かど

うか学校と協議を行う必要があるため、学校もしくは教育委員会施設課にご

相談ください。 

30



また、物品の保管場所として使用していただくことも可能ですが、学校活

動で使用する必要が生じた場合は、物品の移動などをお願いする場合がござ

いますのでご了承ください。 

 空き教室を使用する際の手続きといたしましては、使用許可申請書（減免

申請書含む）及び学校長の同意書を教育委員会施設課あてに提出していただ

く必要がございます。 
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回 答 票 
Ｎｏ．13 

茂木 
地区 

【担当部課名】 

中央総合事務所 地域福祉課 

福祉部 地域包括ケアシステム

推進室 

要
望
内
容 

【団体名】 茂木コミュニティ連絡協議会 

【件 名】 地域の高齢者福祉と生活支援の課題解決について 

【概 要】 

 茂木地域住民の高齢化率は長崎市平均と比較しても高く、後期高齢者の

75 歳以上の人口が増加傾向にあります。「住み慣れた地域で安心して住み

続けられるまちづくり」において、高齢者の福祉と生活支援は喫緊の課題

です。健康寿命の延伸のための取組みも重要ですが、地域の現状把握も必

要です。これは市内全域に共通する問題だと考えています。 

 そこで長崎市に以下のことをご提案いたします。 

 ・地域診断を実施すること（各地域の高齢者の諸課題を明確にする） 

〈地域診断〉 

対象となる地域について客観的指標やきめ細かい観察を通して、地域ご

との問題、特徴を把握すること。その効果検証を継続して実施すること。 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

 地域診断を行うことは、顕在化している健康課題だけではなく、潜在化し

ているものも含めて、地域で優先的に取り組むべき健康課題を明らかにする

ものです。また、地域の健康課題を関係機関や専門職、住民と共有すること

で、健康課題から繋がる生活上の諸課題の解決に向けて協働した取り組みが

推進され、住民の健康や生活の質の維持・向上を目指した活動を展開できる

等の様々な効果が期待されるものです。 

 長崎市では、平成29年 10月の行政サテライト機能再編成により、専門

職が地域に出向く拠点として4つの総合事務所を設置し、それぞれに地区担

当保健師等を配置しています。 
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 近年、コロナ禍により、地区担当保健師の地域における活動は十分ではあ

りませんが、今年度から試行的に国保データベース（特定健診データ・医療

データ・介護データ）を活用し、健診結果から見える地域の諸課題を分析す

る地域診断を行い始めたところです。 

 ご指摘のとおり、茂木地域の高齢化率や要介護認定率も長崎市平均と比較

して高い状況にあります。また、自らの健康状態を把握する特定健診の受診

率は市内でも低い状況です（別添資料参照）。 

 現在、茂木地域では高齢者ふれあいサロンや自主グループ、老人会など

様々な活動が活発に行われるなど、既に自ら介護予防に取り組んでいる方が

多い一方で、健康づくりや介護予防の取り組みに繋がっていない方もおられ

るという課題があります。また、茂木地域の活動拠点であるふれあいセンタ

ーへは距離の問題から参加がしにくいといった課題も考えられます。 

 このような課題解決のためにも、地域診断をより充実させ、茂木コミュニ

ティ連絡協議会、地域包括支援センター、関係機関、及び地域の支えあい活

動の推進役として昨年10月から配置された生活支援コーディネーターとの

連携をさらに深めながら、地域のニーズ把握や不足する資源等を明らかに

し、「住み慣れた地域で安心して住み続けられるまちづくり」に向けた支援

に取り組んでまいります。 
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回 答 票 
Ｎｏ．14 

茂木 
中学校区 

【担当部課名】 
企画財政部 

地域コミュニティ推進室 

要
望
内
容 

【団体名】 茂木コミュニティ連絡協議会 

【件 名】 地域コミュニティ推進交付金の使途の取り決めについて 

【概 要】 

 当協議会はコミュニティ交付金を資金にして、茂木地域がめざすまちづ

くりを行ってきた。その交付金の使途ルールについて、昨年 12 月に開催

された「地域コミュニティ連絡協議会代表者会議」において、地域からの

意見に対する対応（案）が示された。しかし、その対応（案）は到底納得

できるものではなかった。茂木地域の事情で考えると、困難を抱える高齢

者の生活支援や人口減少と少子化のために困難となっている地域行事の開

催にあたっての支出ルールの改善を再検討していただきたい。 

 以上のことから、交付金の使途ルールについて、次のとおり要望する。 

① 地域の高齢者や障がいを抱える人々の生活支援を行う場合、その人件費

を計上できる。その支援を受けた者の金銭の支払いを免除できる。 

② 地域行事の運動会や祭りなどの活動費、景品の金額は地域に一任する。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

茂木コミュニティ連絡協議会の皆様におかれましては、地域コミュニティ

を支えるしくみのモデル地区として当初から熱心に取り組みいただき、大変

感謝申し上げます。 

長崎市の高齢化率は、現在約 33％で全国平均より高く、また、高齢者の

一人暮らしも増加していることから、支援については、公的な生活支援サー

ビス事業はあるものの、ご要望にある身近な地域での見守り活動なども大変

重要なものとなってまいります。 

各地区の地域コミュニティ連絡協議会においては、新型コロナワクチン集
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団接種の Web 予約お助け隊や認知症サポーター養成講座、市との協働事業

として高齢者のゴミ出し支援など、高齢者の日常生活支援に取り組んでいた

だいている地区もございます。 

現在、地域コミュニティ連絡協議会に対しては、財政支援として地域コミ

ュニティ推進交付金を交付し、協議会の皆様が話し合って策定された「まち

づくり計画」に基づく協議会の活動や運営のためにご活用いただいていま

す。 

交付金の使途について、高齢者等の生活支援に係る人件費及び地域コミュ

ニティ連絡協議会が行う支援に対する本人の費用負担や地域行事の活動費、

景品に係る支出を地域に一任してほしいとのご要望ですが、交付金につきま

しては、市のガイドラインに基づき、適正に執行する必要があるため、地域

活動に伴う人件費や事業実施に直接必要がない景品は対象外にしていると

ころです。また、支援を受けた方から費用負担をいただくかどうかにつきま

しては、活動の継続性の観点も踏まえ、どのようなしくみが良いのか、地域

において十分に検討いただく必要があると考えます。 

昨年12月に実施した代表者会議では、地域コミュニティを支えるしくみ

の検証や交付金のあり方などの意見交換を行わせていただき、現状の取り扱

いとしておりますが、引き続き、皆様からのご意見をしっかりお伺いしなが

ら、適正な補助金等の支出のルールの範囲内で可能な限り柔軟な対応をする
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とともに、総合事務所や地域センターのまちづくり支援職員と連携して交付

金の使い方について相談対応をするなど、より効果的に交付金をご活用いた

だけるように支援をしてまいります。 
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回 答 票 
Ｎｏ．15 

茂木 
地区 

【担当部課名】 

土木部 土木企画課 

水産農林部 水産農林政策課 

防災危機管理室 

要
望
内
容 

【団体名】 茂木若人の会 

【件 名】 （仮）スーパー道の駅の整備について 

【概 要】 

 2018 年に「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」が世界遺産に

登録され、これからは茂木を経由して天草を訪れる観光客も見込まれま

す。茂木を経由するということは、国道３２４号線、ながさき出島道路及

び長崎ＩＣ、 または長崎南環状線という４つの道路のいずれかを通り、

その交わる場所（長崎市早坂町付近）には、安全で快適に道路を利用でき

る環境と地域のにぎわいを創出する「（仮称）スーパー道の駅もぎ」の建

設が必要ではないかと思われます。この施設の内容としては、道路の利用

者の休憩機能をはじめ、人と人とを繋ぐ交流機能も有し、災害等有事の際

に各機関の拠点となりうる防災機能を兼ね備えた施設になればと考えま

した。 

 この施設の建設が実現することになれば、茂木地区だけではなく長崎市

内・外の利用者に対して多くのメリットがあり、必ず長崎市のキーステー

ションになるものと思い、私たち茂木若人の会は、本件を提案するもので

す。 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

 「道の駅」とは、道路利用者への安全で快適な道路交通環境の提供、並

びに地域振興に寄与することを目的に、国土交通省において平成5 年 2 月

に創設された制度で、駐車場やトイレなどの「休憩機能」、道路情報や地域

情報を提供するための「情報発信機能」、地域との交流によりその地域が持

つ魅力を知ってもらう「地域連携機能」の３つの機能を併せ持つ施設です。 

平成 28 年に発生した熊本地震では、自衛隊や災害派遣車両の基地、通

信会社の移動基地局として活用されるなど、「道の駅」は有事の際には防災
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拠点としても十分に機能することが確認されたところです。 

 令和 4 年 2 月現在、全国では、約 1,200 駅が国土交通省の登録を受け

ており、長崎県内には 11 駅、長崎市内には一般国道 202 号沿いに「夕陽

が丘そとめ」がございます。 

ご要望にあるように、茂木地区に新たな「道の駅」ができますと、道路

利用者の利便性向上はもとより、地域の振興や防災性の向上にも寄与する

ものと思われますが、その整備に当たりましては、他の類似施設の立地状

況等を踏まえながら、適切な位置に配置する必要があり、さらには、道路

沿いに一定の広さを有する用地も必要です。 

 また、「道の駅」には、地域連携機能を担う施設として、直売所が設けら

れることが通例ですが、近隣の直売所や商店等へ与える影響も考慮する必

要があります。 

 現在、茂木地区周辺には「もぎたて新鮮市（茂木港船客待合所内）」及び

「びわっちファーム太陽の郷（弥生町）」が設置され、地域の方はもちろん

のこと来訪者にもご利用いただいているところです。 

このような現状や「道の駅」の整備には多額の費用がかかり、オープン

後は維持管理費も必要となることなどを踏まえますと、茂木地区に「道の

駅」を整備することは難しいものと考えていますので、ご理解いただきま

すようお願いします。 
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回 答 票 
Ｎｏ．１6 

茂木 
地区 

【担当部課名】 
文化観光部 文化財課 

中央総合事務所 茂木地域センター 

要
望
内
容 

【団体名】 飯香浦地蔵祭り飾りそうめん保存会  

【件 名】 飯香浦成尾地蔵尊の 500周年に向けて 

【概 要】 

 飯香浦町に成尾地蔵尊が祀られて、令和 15（2033）年に500年を迎

えるが、500年という節目の年を祝い、記念碑の建立、祝賀会や講演会等

の記念事業を行いたいと考えている。 

 また、この地蔵尊にて、毎年７月 23 日に開催される飯香浦地蔵まつり

飾りそうめんについては、昭和５０年６月から長崎市指定無形民俗文化財

に指定されており、当保存会としては、その継承に努めているところであ

り、今後も文化財として末永く継承していきたいと考えている。 

昭和 8 年の 400 年祭では、記念碑が建立され、そこには当時の長崎県

知事 鈴木信太郎氏の書が刻まれている。また、例年地蔵まつりにお越し

いただいている大学関係者から、記念事業を計画するにあたっては、10年

前には行政や学識経験者等から意見をいただく機会を設け進めた方がよい

のではとの助言をいただいている。 

 500 周年の記念事業の実現に向けて、その検討や実施について、お力添

えを賜りたい。 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

 日頃より、成尾地蔵尊の奉納行事であり市指定無形民俗文化財である

「飯香浦地蔵まつり飾りそうめん」の保存と継承にご尽力いただき、あり

がとうございます。    

  ご要望の成尾地蔵尊の５００周年の記念事業が開催されれば、毎年地域

の伝統行事として行われる「飯香浦地蔵まつり飾りそうめん」が大切な文

化財であることが広く周知され、今後も末永く保存・継承することにつな

げる意味でも大事な事業になると考えています。 
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これから具体的な検討を行っていかれると思いますが、文化財課では、

例えば、講演会やシンポジウムなどへの講師の紹介やその事業についての

情報発信についてはご協力できると考えますので、今後、記念事業の実施

内容を具体化されるなかで、ご相談をいただければと思います。 
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回 答 票 
Ｎｏ．17 

茂木 
地区 

【担当部課名】 まちづくり部 公共交通対策室 

要
望
内
容 

【団体名】 日吉校区連合自治会 

【件 名】 矢上～茂木間のコミュニティバスの運行について 

【概 要】 

 田上から東長崎方面に向かう路線バスが、令和３年４月から大幅に縮小

された。市内中心部向け路線の他に東長崎方面のコミュニティバスを運行

するなど、できるだけ路線の維持を検討願いたい。 

 あわせて、減便などバスの運行内容を変更する際には、事前に地域住民

の意見を聴き、行政側からバス事業者にしっかり伝えていだだきますよう

お願いしたい。 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

現在、日吉地区から東長崎地区に向かう便が、長崎バスにより１日２便

運行されていますが、１日当たりの利用者数は５人程度と非常に少ないう

え、日吉地区は市中心部向けの飯香の浦線が１日１２往復運行され、バス

空白地域に該当しないためコミュニティバスの運行は難しいものと考え

ています。 

路線バスの運行維持は、まずは地域の皆様がご利用いただくことが何よ

り重要と考えていますので、地域ぐるみで利用促進を行い、積極的に路線

バスを利活用していただきますようお願いします。 

なお、減便などバスの運行内容を変更する際は、事前に住民の皆様のご

意見をお聴きしていただくよう、バス事業者に伝えています。 
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回 答 票 
Ｎｏ．18 

茂木 
地区 

【担当部課名】 水産農林部 農林振興課 

要
望
内
容 

【団体名】 大崎町自治会 

【件 名】 農業後継者不足への対策について 

【概 要】 

 ご承知のように大崎・千々地区は、日本一の「びわ産地」を維持したい

と頑張っておりますが、生産者の高齢化・後継者不足で、生産は毎年減少

しております。農家の後継ぎは、両親と一緒に農業をしても採算が取れな

いために、働きに出る人が多くなっております。 

 その後、親が農作業をできなくなった時に後継ぎとして農業を継ぐ時の

支援制度を強化してほしい。現在、農業従事者の確保策として、50歳未満

を対象とする国の農業次世代人材投資資金支援制度と、50歳以上65歳未

満を対象とする市の中高年新規就農者給付金事業があるが、制度を利用し

た成功事例等を積極的にＰＲし、地域新規就農従事者の確保につなげてほ

しい。 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

「びわ産地」においては、近年、担い手の方が減少しており、後継者を

含めた新規就農者の確保が急務となっています。 

このような中、農業後継者に農業をつなぐ取組みとしましては、令和３

年度から、新しい支援制度として、人・農地プランに位置づけられた地域

の中心経営体等から農業経営を継承した方が農業経営をさらに発展させ

ていくための取組みに係る費用に対して、最大１００万円を国と市で支援

する「経営継承・発展等支援事業」が創設され、本市においても公募を実

施し、複数名の方にご活用いただいているところです。 

また、従前から実施している制度である50歳未満を対象とする国の「農
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業次世代人材投資資金事業」や50歳以上65歳未満を対象とする市の「中

高年新規就農者給付金事業」についても要件を満たした方にご活用いただ

いているところであり、新規就農時の負担軽減等につながり、一定数の新

規就農者の確保につながっているものと考えております。 

さらに、令和4年度からは「農業次世代人材投資資金事業」の後継とし

て新たに創設される「新規就農者育成総合対策事業」についても実施する

予定としています。 

これらの支援制度については、さらなる地域の新規就農従事者の確保に

つなげるため、集落として取り組まれている「びわ講座」などの研修や生

産者の集まりなどで周知を図るとともにホームページなどの広報媒体の

活用により、積極的にPRし、びわ産地の維持・振興につとめていきたい

と考えています。 
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回 答 票 
Ｎｏ．19 

茂木 
地区 

【担当部課名】 

教育総務部 適正配置推進室 

理財部 資産経営室 

防災危機管理室 

要
望
内
容 

【団体名】 南校区連合自治会 

【件 名】 南小中学校廃校後の跡地利用について 

【概 要】 

 現在、休校になっております南中学校が本年４月に廃校になります。 

 千々町・大崎町の自治会としては、学校と一緒になり地域活性化のため

開催してきた運動会等の行事がなくなり、コミュニティの場所である学校

が廃校になることは、地域にとって大きな痛手であると、存続を希望して

まいりましたが、話し合いの結果、子どもの保護者の皆さんの考えを優先

すべきだとの結論に至りました。 

 南小学校においても在校生が 10 名と減少しており、話し合いが続けら

れておりますが、2～3年後には廃校も覚悟しなければならない状態のよう

に感じられます。 

仮に廃校となる場合には、立派な施設や景観を生かし、両地域の避難所・

コミュニティの核になるような公共施設としての活用や、地域住民の避難

所としての施設の使用やグラウンドの利用について理解を得られるような

民間（例えば老人施設・運動合宿所等）の誘致を考えていただきたい。 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（現在、南小学校の方向性について協議中のため） 

【回答】 

 南中学校の統合につきましては、千々町・大崎町の保護者並びに地域の

皆さま方に、子どもたちの教育環境のため、苦渋のご決断をいただきました

ことに対し、まずはお礼を申し上げます。 

南中学校と併設の南小学校につきましては、令和３年度の児童数が10人

で、校区内における未就学の児童も１人となっており、近年児童数の減少が

続いています。 

このため、南小学校についても、他校との早期の統合実現に向けて、保護
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者並びに地域の皆さま方のご理解を頂けるよう、来年度以降も引き続き話し

合いを進めてまいりたいと考えております。 

 用途を廃止した空き施設の活用については、まずは行政目的での活用の検

討を行い、行政目的での活用が図れないときは、民間での活用を検討するな

ど、売却を基本とした対応を行っております。南小学校については、もし今

後廃校することが決まりましたら、その時点で市として不足する行政機能な

どを検討して、今後の方向性を決定したいと考えております。 

 また、南小中学校は、現在指定避難所として活用しておりますが、今後廃

校となった場合は、その後の施設の活用方法や維持管理の状況を確認したう

えで、施設が使用可能な間は、避難所として活用してまいりたいと考えてお

ります。 
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回 答 票 
Ｎｏ．20

茂木 
地区 

【担当部課名】 福祉部 福祉総務課 

要
望
内
容

【団体名】 茂木地区民生委員児童委員協議会 

【件 名】 民生委員・児童委員の欠員対策について 

【概 要】 

民生委員・児童委員の適格の要件は、長崎市の「民生委員・児童委

員推薦要領」で複数項目にわたり規定されている。また、民生委員・

児童委員のうち、主任児童委員については年齢要件が原則として 55

歳未満の者を選出するよう努めることとなっており、区域担当よりも

狭き門となっている。 

長崎市全体で 40 名強の欠員が生じており、欠員が出ている地区の

一部では、福祉の恩恵を受けられない地域も出ているのではと考えて

おり、今後も高齢化は進み、欠員が増えていくのではと心配している。 

次の項目も含めて市としての考えを聞きたい。 

質問 1 主任児童委員の年齢要件の見直しは検討されないのか。 

質問 2 地区内に欠員が生じた時、近隣はカバーできても、遠方の区

域はどうするのか。また、住民に対して欠如する福祉につい

て、市としてどう考えるのか。 

質問 3 「欠員を生じさせない」名案があれば教えてほしい。 

回答内容 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

【回答】 

令和４年２月１日時点の民生委員・児童委員（以下「民生委員」という。）

の欠員につきましては、市内 49 地区の地区民生委員児童委員協議会（以

下「地区民児協」という。）のうち、27 地区に52 人の欠員が生じており

ます。本市の定数が 1,012 人で充足率は 94.9%であり、これに対し、全

国の充足率は 95.2%で、民生委員のなり手不足は全国的な課題となって

おります。 
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質問 1 につきましては、主任児童委員に係る国の選任要領では、「55

歳未満を選出するよう努めること。なお、地域の実情を踏まえた弾力的な

運用が可能。」となっており、本市においても 55 歳未満を選出するよう

お願いをしておりますが、55 歳以上の選出も可能であり、この場合、現

時点で他に適任者がいないなど、当該候補者を推薦する理由を記載した推

薦理由書を御提出いただいております。 

次に、質問2 につきましては、本市でも欠員が生じている状況は好まし

くないと考えており、欠如する福祉については地域包括支援センター等に

御相談いただくなどし、遠方等により地区内で調整が難しい場合は、本市

及び長崎市民生委員児童委員協議会へ御相談くださいますようお願いし

ます。 

最後に、質問３につきましては、欠員解消の効果がすぐに表れる名案と

いうものはございませんが、本市としては、毎年５月号の広報ながさきに

民生委員に関する記事を掲載したり、退職予定の市職員及び小、中学校教

職員に対し、民生委員への就任に関するお願いの文書を配付したり、長崎

県市長会を通して、民生委員の担い手の確保について、民生委員活動の周

知や活動しやすい環境づくりを行うよう国へ提言を行うなどしておりま

す。また、今年度は地区民児協に対し、民生委員の欠員解消等に向けたア

ンケートを実施しました。今後は、本市と長崎市民生委員児童委員協議会
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が一体となって、アンケートで出された課題等の解決に向けた取組みを実

施していくとともに、地域コミュニティ連絡協議会で構成している各種団

体からも民生委員の選出に御協力いただけるよう周知してまいりたいと

考えておりますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 
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回 答 票 
Ｎｏ．21 

茂木 
地区 

【担当部課名】 土木部 土木企画課 

要
望
内
容 

【団体名】 （仮称）茂木バイパス建設推進期成会 

【件 名】 一般国道３２４号について 

【概 要】 

茂木地域は、市中心部に近いにも関わらず、生活基盤、特に幹線道路の

整備が遅れ、不便で災害の危険性も多いことから、人口の減少（なかでも

若い世代）産業の停滞など衰退が急速に進んでいます。 

今後、次の世代へ夢をつなぎ、地域の振興・発展・安全安心を実現する

ため、一般国道 324 号「（仮称）茂木バイパス」の早期事業着手をお願い

します。 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

  「（仮称）茂木バイパス」は、茂木地区と九州横断自動車道長崎大分線

の長崎インターチェンジを結ぶ道路として、平成３年に長崎県の構想路線

として位置づけられ、長崎県において概略ルートの検討が行われてきたと

ころです。 

しかしながら、構想された当時から社会経済情勢が大きく変化してお

り、その整備について、長崎県から、「長崎市内で進めている長崎外環状

線や一般国道 499 号など規模の大きな改良事業の進捗状況や、渋滞や交

通量などの交通状況の変化、長崎市のまちづくりにおける位置付けなども

踏まえながら、長崎市とともに検討すべき課題である」との考えが示され

ているところです。 

このように、現時点では、「（仮称）茂木バイパス」の事業化の見通しは
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立っていないものの、現道の一般国道 324 号には、道路幅員が狭く、急

カーブで見通しが悪い区間もあることから、現在、長崎県において、河平

バス停と滑川バス停との間の区間で令和４年度の完成を目標に改良工事

が進められているところです。 

また、現在、長崎市では、幹線道路の整備促進を目的とする４つの協議

会（一般国道 34 号や 499 号、長崎外環状線、一般国道 202 号並びに

（仮称）福田バイパス）を設置しており、国や長崎県などに対し、要望活

動を行っているところですが、長崎県からは、限られた道路予算の中で、

事業中の路線などを集中的に整備し、早期に完成させることが重要との考

えが示されているところです。 

したがいまして、長崎市としては、まずは、これらの路線の早期完成に

向け、引き続き、長崎県に対し働きかけを行うこととしており、（仮称）

茂木バイパスについては、これらの路線に続く候補路線として、まずは早

期に検討に着手していただくよう、令和３年７月に長崎県に対し、長崎市

単独で要望を行ったところであり、令和３年に実施された道路交通センサ

スにおける一般交通量調査の結果も踏まえながら、（仮称）茂木バイパス

の必要性などについて、長崎県と協議していきたいと考えています。 
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回 答 票 
Ｎｏ．22 

茂木 
地区 

【担当部課名】 水産農林部 農林振興課 

要
望
内
容 

【団体名】 長崎西彼農業協同組合 

【件 名】 農業の振興について 

【概 要】 

農業振興に対する助言・支援に対し、厚く御礼申し上げ、次の点につい

て要望する。 

・昨年、びわ産地におけるカラス被害対策機器の設置にかかる補助をいた

だき、カラス以外の有害鳥獣による被害も低減しているところだが、機

器の購入ができていない農家が多いことから、事業の継続を要望する。 

・現在実施の「なつたより」苗木及び土壌改良資材「ココブロック」購入

の半額助成は、大変助かっているので、今後の継続をお願いする。 

・放任園を餌場とする有害鳥獣の増殖を防ぐため、放任木の伐採、抜根に

かかる費用の助成を要望する。 

回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

日頃から、農林行政及び農業振興にご理解、ご協力をいただき、大変感謝

申し上げます。 

ご要望の１つ目、カラス被害対策機器の設置に係る補助事業につきまして

は、令和２年産のびわ生産においてカラス被害が多発したことから、令和３

年産びわ生産の安定性を高め有利販売による所得向上を図るため緊急的な

対応として実施したところです。その結果、令和３年産の生産に影響はなく

出荷が進められたとお聞きしております。 

今後におきましては、カラスは賢く、対策しにくい鳥獣であることから、

新たな対策として、令和４年度はドローンによる追払い調査を実施し有効性
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を検証することとしております。 

次に、ご要望の２つ目、長崎びわ「なつたより」苗木及び土壌改良資材の

助成につきましては、産地拡大と高品質生産に向けて、苗木は平成 20 年度

から実施し 22,337 本 面積約 57ha、土壌改良資材は平成 25 年度から

実施し 161.2ｔの導入に対して支援した結果、現在の生産量は露地びわ全

体の約３割を占めるまでになったところです。今後もさらなるびわ産地の振

興に向けて、令和４年度も引き続き実施することとしています。 

ご要望の３つ目、放任木の伐採・抜根に係る費用の助成につきましては、

対象となる農地は、周辺の有害鳥獣や病害虫の発生など近隣農地への影響を

鑑み、農地の所有者において適正に管理していただくことが必要であり、さ

らに、放任木の伐採後の農地活用の推進など今後の産地振興を見据えて、長

崎びわ産地活性化推進協議会等において関係機関とともに、課題解決に向け

て協議を進めていく必要があると考えています。 
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